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　自民党板橋区議会議員として区政に携わり、二期六年目を迎えました。板橋中、東京中、
日本中を駆け巡り、板橋区政の発展に努めるあずまお議員の2012年上半期活動レポート
をお届けします。

視察レポート

新年度 委員会決定 5月29日　臨時会にて決定

3月29日～31日　　鹿児島視察

　5月29日に開かれた平成24年第2回
区議会臨時会において、常任委員会で
は「都市建設委員会」委員に選任され
ました。都市再開発・住宅・道路の整備
に加え、町の美化・緑化・交通安全も含
めた町づくりに取り組みます。

　また、特別委員会では「災害対策調
査特別委員会」委員に選任されました。
たびたび起こる災害にどう対処してゆ
くべきか、区民の安全をまず第一に考
え、実態調査・研究・訓練を進めていき
ます。

知覧特攻平和会館にて

議員生活、6年目に突入。活動本格化

　3月下旬、板橋区自民党議員団で鹿
児島の環境モデル都市「霧島市」を視
察しました。滞在中に訪れた「知覧特攻
平和会館」は、大東亜戦争末期の沖縄
戦で若い青年達が特攻に飛び立って
いった地であり、その特別攻撃隊員の
遺品や関係資料を展示しています。桜

の花咲くこの穏やかな地に刻まれた
生々しい戦争の歴史に触れることで、
現代に生きるいち日本男児として溢れ
る感情を抑えきれなかったあずまお議
員。日本国の為に戦い命を捧げた若者
たちの思いを無駄にすることなく、今を
精一杯生きる決意を新たにしました。

緑のカーテン

■8月18日（土）18時より
■ホテルカデンツァ光が丘
■会費　4,000円

　夏の恒例行事となった、緑のカーテンプロジェクト・2012が始動いたしました。 
昨年の震災以降、急速に日本中へ広まった緑のカーテン。一人一人の節電・緑化へ
の取り組みが、東日本の復興へとつながります。今年も、省エネ・環境保全・健康促
進というさまざまな効果がえられる緑のカーテン普及・啓蒙活動にご協力ください。 
みんなで一緒にゴーヤを楽しく育てましょう。 
　ゴーヤの成長記録を、「ゴーヤレポート」としてホームページに掲載しています。
ぜひご覧ください。その一部をここでご紹介します。

＜ゴーヤ収穫祭・2012＞

恒例のゴーヤ収穫祭
を開催します。ただ今
参加申込み受付中。

●4月29日　種まき ●5月13日　発芽 ●6月2日　苗の嫁入り ●6月20日　開花

→ゴーヤ収穫！
→緑のカーテン完成！

ゴーヤプロジェクト・2012　始動！

●7月下旬～8月

さて、今年のカーテンの
出来は？おたのしみに！
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≪皆様のご意見お寄せ下さい≫

毎月第一日曜日に成増で開催している町内清掃活動。最
近では地元小中学生が積極的に参加するようになり、
100名を超す規模になりました。いつもきれな町に住む
心地良さを一緒に体感しましょう。

■次回予定　　2012年8月5日（日） 午前8時～9時
■集合場所　　坂本あずまお事務所前
　　　　　　　（成丘小学校正門近く）
■参加資格　　どなたでも参加自由

●成丘通りクリーン作戦

Facebook でも情報発信中　お友達になろう！　    http://www.facebook.com/Sakamoto.Azumao

●板橋フットサルチーム結成へ
成人の運動不足解消、子供の発育強化、地域活性化と世
代間交流を目指し、このたび板橋フットサルチームを作ろ
うと動き出しました。経験不問、参加者募集中です。応援団
も大歓迎。まずはお気軽に見学をどうぞ！

■初回練習日　  2012年7月18日（水）   午後7時～
■練習場所　　  板橋区立舟渡小学校  体育館
　　　　　　     （板橋区舟渡3-6-15）
■持ち物　　　  動きやすい服、室内履き

　現在、板橋区役所だけでなく全国の地方自治体では
『選択と集中』という言葉がキーワードになっています。こ
れは、税収が今後更に逼迫し現在のままの資金繰りでは
区財源は5年後には底を突くことも予想される中で、限ら
れた財源を有効活用するためには最優先で行う施策の
順番と金額を決めていこう、というものです。
　これは、ある意味で生活に大変な影響を与えるもので
す。例えば、過剰な行政サービスであった施策の廃止を断
行する。または道路清掃のように、今まで行政がお金をか
けて行ってきたものを地域住民がかわりに清掃すること
で支出を抑える、などが考えられます。
　一方で、削るばかりでなくどこかに集中投資をすること
も重要です。例えば区内産業を育成し景気を良くする。ま
たは将来を担う子どもたちの教育へ集中投資して学力・
体力を向上させ、将来の板橋区を背負って立つ人材を育
成する、というものです。この塩梅は非常に難しいもので
すが、しかし一歩間違えてしまえば、今の生活も将来の生
活もままならなくなってしまいます。
　これら喫緊の課題に対し、私は以下のように考え、動い
ています。まずは板橋区だけでなく東京圏、関東圏の状況
を徹底的に把握し、日本経済と世界経済が区内に与える
様々な影響を正確に予測すること。次に、その精査を区行
政自身が自ら速やかに見抜く力と手段を養うこと。この2
つです。

　区勢を正確に把握するという点で、よく少子高齢化とい
う言葉が聞かれますが板橋区では実はここ10年間子ども
たちの人数は減っていません。むしろ増える年や地域もあ
ります。また生活保護に関しては、不正受給者問題はあく
までも表層で、事の本質は（少子ではない）高齢化と、3世
代同居の減少など家族の暮らし方の変化による高齢単身
独居世帯の増加、精神疾患者の増にあります。
　これらは常に正確に把握され、即座に対処されなけれ
ばなりません。もはや「議員」は地域の名誉職ではなく専
門職ですので、区職員に丸投げでなく自ら調査能力と判
断基準を常に磨き続けなければなりません。
　この3月、私は予算審査特別委員会において、この点に
絞り総括質疑を行いました。それは、まずは区を取り巻く
状況を正確に判断し「選択と集中」を行うため、GIS（地理
情報システム）という最先端技術をフル活用する必要が
あること。次に、そこから見えた「現実」に即刻対処できる
知力と財力を区が今すぐ身につけること。この2つです。
　どうしても聞き慣れない言葉が多いので、「お前はどこ
で何をやっているんだ？」というお叱りを受けます。しかし
現実この板橋区には、すぐそこにまで財政的かつ、暮らし
や家族のあり方に難題が迫ってきているのです。
　8月のゴーヤ収穫祭にはぜひいらしてください。これか
らも皆さんと楽しい日々をこの街で過ごしていけるよう、
今年6年目となった議員活動に務めて参ります。

『選択と集中』

●里神楽●災害対策と環境問題

http://www.azumao.com    info@azumao.com 
〒175-0094  板橋区成増4-3-34　

近年の異常気象による災害は、区民の
生活を脅かす深刻な問題です。災害対
策強化の必要性を訴え続けているあず
まお議員は、東京青年会議所板橋区委
員会の一員として「e-防災マップ」作り
にも加わり、優秀賞受賞へと導きまし
た。3月表彰式と同時に行われたシンポ
ジウムにも参加しました。

6月23日に成増アクトホールで行われ
た「第8回里神楽の夕べ」に、寿獅子舞
とナレーションで参加しました。若者の
地元離れ、古典離れが叫ばれて久しい
昨今、板橋に伝わる伝統文化を後世に
残そうと、自ら成増里神楽保存会に所
属し、率先して継承と後継者育成に尽
力しています。

板橋区議会議員　坂本あずまお
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